
ファイトプラズマの２つの
異なるタイプの病徴

葉化誘導
衰弱、枯死



病徴

Phyllody
（花びらの代わりに葉を形成）

Virescence(緑色の花を形成)

トマトのつぼみ肥大







イチゴの灰色カビ病



貴腐ワインとなる灰色カビがついたブドウ



歴史的大病害の事例

1845～1848 アイルランドのジャガイモ疫病による飢饉

19世紀中頃 スリランカのコーヒーさび病の大発生 コーヒー栽培から
チャ栽培への転換

1960年代 IRRI、イネ品種IR-8 （短稈多収性品種）におけるイネ白葉
枯病の大発生

1960年代 インド、イネ研究所 イネ品種Padma, Jayaにおけるツング
ロウイルス病

1970年 米国の細胞質雄性不稔系統Tに大発生したトウモロコシごま葉
枯病

1976年 韓国の短稈品種統一（トンイル）におけるいもち病の大発生

1980～ アマゾンのコショウにおける立枯れ病



コーヒー

トウモロコシ

イネ

歴史的大被害があった植物の病気

ジャガイモ



ジャガイモ
疫病

アイルランドの
ジャガイモ飢饉



ジャガイモ飢饉による被害

• 100万人が餓死した。

• 150万人がアメリカ大陸へ移住した。



1845年 アイルランドでジャガ
イモ疫病被害による大飢饉で
100万人以上の人が餓死した。





ジャガイモ疫病

W. E. Fry, Cornell University



疫病が感染したジャガイモ塊茎

W. E. Fry, Cornell University



疫病菌に汚染されたジャガイモ畑

W. E. Fry, Cornell University



ジャガイモ疫病菌



飢饉の要因
病理的要因

• Phytophthora infestansによるジャガイモ疫病の大発生
・ 病気の原因について理解がなかった。

収量がよい1つの品種を優先的に栽培していた。
そこで植物の性質は多様性を失い、病原菌に対する抵抗
力を失っていた。

社会的要因

• ジャガイモの生産性により人口が (１家族12-15 人の子
供)

• 単一作物の作物への依存

• 1日にジャガイモを 5~７ｋｇ摂取
・ 貧しい小作農であり、蓄えがなかった。
・ 政治的に弱者であり、救済策が遅れた。



疫病の防除手段
抵抗性品種の育成

W. E. Fry, Cornell University



疫病の防除手段
農薬散布

W. E. Fry, Cornell University



メタラキシルによる防除

W. E. Fry, Cornell University





コーヒー

トウモロコシ

イネ

歴史的大被害があった植物の病気

ジャガイモ



コーヒーさび病

Hemeleia vastatrix という、さび病菌が病因



コーヒー

トウモロコシ

イネ

歴史的大被害があった植物の病気

ジャガイモ



トウモロコシ葉枯病の病徴トウモロコシ葉枯病の病徴



イネいもち病



ナシ、リンゴの火傷病

• 病原細菌Erwinia amylovoraが原因

• 北アメリカが原産地

• 1780年 にニューヨークにてヨーロッパ由来の

木に初発

• ナシ、リンゴの重要病害。生産量の制限要因



ハチにより花に感染する

www.apsnet.org



病徴

www.apsnet.org



病徴

www.apsnet.org



火傷病の防除

• 抵抗性品種の適用

• 病変部の除去

• 抗生物質の噴霧

www.apsnet.org



アメリカでの柑橘潰瘍病の大発生

• 1910 – ３００万本の成木と苗木が枯死

• 1986 – 9万 本の成木が枯死

・ 1995 – 病気の撲滅に２億ドル 以上が費

やされている。



柑橘潰瘍病



病徴



柑橘の潰瘍病

• 病原細菌Xanthomonas axonopodis pv. Citriが
原因

• 高温多湿により病気が多発する。



植物病理学の発達史
初期は微生物学の発達と重なる。
Leeuwenhoec 1863年 顕微鏡により細菌の発見
Pasteur 1864年 「自然発生説」の否定

De Bary コムギ黒さび病菌 （Puccinia graminis）がメギ属植物(Berberis spp)に寄生
する菌（Aecidium berberidis）と同じであることをつきとめ宿主交代を明らかにした。
Burrill 1878年 ナシの火傷病が細菌（Micrococcus amylovorus）でおこること

を明らかにした。
Millardet 1885年 ボルドー液（硫酸銅と石灰の混合液）の考案。
Mayer 1885年 タバコモザイク病を実験的に感染させることに成功
Iwanowski 1892年 濾過性病毒の発見
Stanley 1935年 濾過性病毒の結晶化に成功
Bawden 1936年 結晶が核酸タンパク質であることを証明
Schramm 1955年 核酸にのみ感染性があることを証明
土井養二 1967年 クワ萎縮病の病原がマイコプラズマ様微生物であることを発見
Diener 1971年 ウイロイドの発見



さび病菌の生活環

• コムギ • メギ属植物 (中間宿主)



メギに発生したさび病メギに発生したさび病
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